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平成 26 年 ３ 月 31 日（月曜日）

号　　　　　　　　　　外

（第　 ３４ 　号）

　　　　公安委員会
○石川県警察職員の救慰金の支給に関する規則の一部を
　改正する規則 　１

　 石 川 県 警 察 職 員 の 救 慰 金 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

石 　 川 　 県 　 公 　 安 　 委 　 員 　 会 　

石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 三 号

　 　 　� 石 川 県 警 察 職 員 の 救 慰 金 の 支 給 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 石 川 県 警 察 職 員 の 救 慰 金 の 支 給 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 二 年 石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　 第 一 条 中 「 つ い て 、 」 の 下 に 「 危 害 を 加 え ら れ 」 を 加 え 、 「 に か か わ ら ず こ れ を か え り み る 」 を 「 に も か か わ ら ず 、

こ れ を 顧 み る 」 に 、 「 又 は 危 害 を 加 え ら れ 」 を 「 危 害 又 は 災 害 を 受 け 」 に 、 「 重 度 障 害 」 を 「 障 害 」 に 改 め る 。

　 第 二 条 中 「 死 亡 救 慰 金 、 傷 病 救 慰 金 及 び 重 度 障 害 救 慰 金 」 を 「 死 亡 者 救 慰 金 、 傷 病 者 救 慰 金 及 び 障 害 者 救 慰 金 」 に

改 め る 。

　 第 三 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 中 「 死 亡 救 慰 金 」 を 「 死 亡 者 救 慰 金 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 十 一 条 」 を 「 第 二

条 の 二 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 傷 病 救 慰 金 」 を 「 傷 病 者 救 慰 金 」 に 改 め る 。

　 第 五 条 の 見 出 し 中 「 重 度 障 害 救 慰 金 」 を 「 障 害 者 救 慰 金 」 に 改 め 、 同 条 中 「 重 度 障 害 救 慰 金 」 を 「 障 害 者 救 慰 金 」 に 、

「 重 度 障 害 」 を 「 障 害 」 に 、 「 死 亡 救 慰 金 」 を 「 死 亡 者 救 慰 金 」 に 改 め る 。

　 第 六 条 中 「 死 亡 救 慰 金 、 傷 病 救 慰 金 及 び 重 度 障 害 救 慰 金 」 を 「 死 亡 者 救 慰 金 、 傷 病 者 救 慰 金 及 び 障 害 者 救 慰 金 」 に 、

「 石 川 県 公 安 委 員 会 」 を 「 公 安 委 員 会 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 一 中 「 死 亡 救 慰 金 」 を 「 死 亡 者 救 慰 金 」 に 改 め 、 同 表 一 の 項 中 「 三 、 四 〇 〇 万 円 」 の 下 に 「 （ 上 官 の 命 を 受 け

て 特 に 生 命 の 危 険 が 予 想 さ れ る 地 域 に 出 動 し た 場 合 　 六 、 〇 〇 〇 万 円 ） 」 を 加 え る 。

　 別 表 第 二 中 「 傷 病 救 慰 金 」 を 「 傷 病 者 救 慰 金 」 に 、 「 十 五 万 円 」 を 「 二 五 万 円 」 に 、 「 二 二 万 円 」 を 「 四 〇 万 円 」 に 、

「 二 九 万 円 」 を 「 六 〇 万 円 」 に 、 「 四 三 万 円 」 を 「 九 〇 万 円 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 三 を 次 の よ う に 改 め る 。
目　　　　　　　　　　　次

公　安　委　員　会
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別 表 第 三 （ 第 五 条 関 係 ） 障 害 者 救 慰 金

区 　 　 　 　 　 　 分

金 額

第 一 級 第 二 級 第 三 級 第 四 級 第 五 級 第 六 級 第 七 級 第 八 級 第 九 級 第 十 級 第 十 一 級 第 十 二 級 第 十 三 級 第 十 四 級

一 　 そ の 功 労 が 特 に 顕 著

又 は そ の 行 為 が 壮 烈 果

敢 で あ つ て 真 に 警 察 職

員 の か が み と し て 称 賛

さ れ る も の

二 、 〇 〇 〇 万 円

（ 上 官 の 命 を

受 け て 特 に

生 命 の 危 険 が

予 想 さ れ る 地

域 に 出 動 し た

場 合 　 四 、

一 二 〇 万 円 ）
一 、 八 〇 〇 万 円 一 、 六 〇 〇 万 円 一 、 四 〇 〇 万 円 一 、 二 〇 〇 万 円 一 、 〇 〇 〇 万 円 九 〇 〇 万 円 八 〇 〇 万 円 七 〇 〇 万 円 六 一 〇 万 円 五 四 〇 万 円 四 七 〇 万 円 四 一 〇 万 円 三 六 〇 万 円

二 　 そ の 功 労 が 顕 著 又 は

そ の 行 為 が 積 極 果 敢 で

あ つ て 警 察 職 員 の 模 範

と 認 め ら れ る も の

一 、 二 五 〇 万 円 一 、 一 二 五 万 円 一 、 〇 〇 〇 万 円 八 七 五 万 円 七 五 〇 万 円 六 二 五 万 円 五 六 五 万 円 五 〇 〇 万 円 四 四 〇 万 円 三 九 〇 万 円 三 四 〇 万 円 三 〇 〇 万 円 二 六 〇 万 円 二 三 〇 万 円

三 　 そ の 功 労 が 多 大 又 は

そ の 行 為 が 警 察 職 員 の

模 範 と 認 め ら れ る も の

九 〇 〇 万 円 八 一 〇 万 円 七 二 〇 万 円 六 三 〇 万 円 五 四 〇 万 円 四 五 〇 万 円 四 〇 五 万 円 三 六 〇 万 円 三 二 〇 万 円 二 八 〇 万 円 二 五 〇 万 円 二 二 〇 万 円 一 九 〇 万 円 一 七 〇 万 円

四 　 一 か ら 三 ま で 以 外 の

も の

三 〇 〇 万 円 二 七 〇 万 円 二 四 〇 万 円 二 一 〇 万 円 一 八 〇 万 円 一 五 〇 万 円 一 三 五 万 円 一 二 〇 万 円 一 一 〇 万 円 一 〇 〇 万 円 九 〇 万 円 八 〇 万 円 七 〇 万 円 六 〇 万 円

　 備 考

 

　 障 害 等 級 は 、 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 百 二 十 一 号 ） 第 二 十 九 条 第 二 項 前 段 の 区 分 に よ る も の と し 、 そ の 決 定 は 、 同 条 第 五 項 及 び 第 六 項 並 び に 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 二 年 自 治 省 令 第

二 十 七 号 ） 第 二 十 六 条 の 五 の 規 定 の 例 に よ る 。
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別 表 第 三 （ 第 五 条 関 係 ） 障 害 者 救 慰 金

区 　 　 　 　 　 　 分

金 額

第 一 級 第 二 級 第 三 級 第 四 級 第 五 級 第 六 級 第 七 級 第 八 級 第 九 級 第 十 級 第 十 一 級 第 十 二 級 第 十 三 級 第 十 四 級

一 　 そ の 功 労 が 特 に 顕 著

又 は そ の 行 為 が 壮 烈 果

敢 で あ つ て 真 に 警 察 職

員 の か が み と し て 称 賛

さ れ る も の

二 、 〇 〇 〇 万 円

（ 上 官 の 命 を

受 け て 特 に

生 命 の 危 険 が

予 想 さ れ る 地

域 に 出 動 し た

場 合 　 四 、

一 二 〇 万 円 ）
一 、 八 〇 〇 万 円 一 、 六 〇 〇 万 円 一 、 四 〇 〇 万 円 一 、 二 〇 〇 万 円 一 、 〇 〇 〇 万 円 九 〇 〇 万 円 八 〇 〇 万 円 七 〇 〇 万 円 六 一 〇 万 円 五 四 〇 万 円 四 七 〇 万 円 四 一 〇 万 円 三 六 〇 万 円

二 　 そ の 功 労 が 顕 著 又 は

そ の 行 為 が 積 極 果 敢 で

あ つ て 警 察 職 員 の 模 範

と 認 め ら れ る も の

一 、 二 五 〇 万 円 一 、 一 二 五 万 円 一 、 〇 〇 〇 万 円 八 七 五 万 円 七 五 〇 万 円 六 二 五 万 円 五 六 五 万 円 五 〇 〇 万 円 四 四 〇 万 円 三 九 〇 万 円 三 四 〇 万 円 三 〇 〇 万 円 二 六 〇 万 円 二 三 〇 万 円

三 　 そ の 功 労 が 多 大 又 は

そ の 行 為 が 警 察 職 員 の

模 範 と 認 め ら れ る も の

九 〇 〇 万 円 八 一 〇 万 円 七 二 〇 万 円 六 三 〇 万 円 五 四 〇 万 円 四 五 〇 万 円 四 〇 五 万 円 三 六 〇 万 円 三 二 〇 万 円 二 八 〇 万 円 二 五 〇 万 円 二 二 〇 万 円 一 九 〇 万 円 一 七 〇 万 円

四 　 一 か ら 三 ま で 以 外 の

も の

三 〇 〇 万 円 二 七 〇 万 円 二 四 〇 万 円 二 一 〇 万 円 一 八 〇 万 円 一 五 〇 万 円 一 三 五 万 円 一 二 〇 万 円 一 一 〇 万 円 一 〇 〇 万 円 九 〇 万 円 八 〇 万 円 七 〇 万 円 六 〇 万 円

　 備 考

 

　 障 害 等 級 は 、 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 百 二 十 一 号 ） 第 二 十 九 条 第 二 項 前 段 の 区 分 に よ る も の と し 、 そ の 決 定 は 、 同 条 第 五 項 及 び 第 六 項 並 び に 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 二 年 自 治 省 令 第

二 十 七 号 ） 第 二 十 六 条 の 五 の 規 定 の 例 に よ る 。



4 平成 26年３月 31日（月曜日） 号　　　　　外石　川　県　公　報

（１箇月2,350円送料とも） 発行人　〒920-8580　石川県金沢市鞍月１丁目１番地　　　 石　川　県
印刷所　〒921-8064　石川県金沢市八日市４丁目265番地４　㈲プランニング・エージ　TEL（076）274-2225

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。


